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● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６● 特集 町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

● 第35回YOSAKOIソーラン祭り● 第35回YOSAKOIソーラン祭り

● 積丹スピリット　日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定● 積丹スピリット　日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定

主
な
内
容

主
な
内
容

ソーラン坊やソーラン坊や

踊り子デビュー！踊り子デビュー！

笑顔笑顔ののおめかしおめかし
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№№775775

令和８年令和８年

広報広報

町制施行 70 周年町制施行 70 周年
令和８年令和８年はは

= 第 35 回 YOSAKOI ソーラン祭り（６月 13・14 日　札幌市大通）== 第 35 回 YOSAKOI ソーラン祭り（６月 13・14 日　札幌市大通）=



１
億
７
千
万
円
の
貴
重
な
収
入
源

１
億
７
千
万
円
の
貴
重
な
収
入
源

ー
「
町
税
」
は
地
域
社
会
の
会
費
―

ー
「
町
税
」
は
地
域
社
会
の
会
費
―

　

皆
さ
ん
が
い
つ
も
利
用
す
る
水

道
、
道
路
、
国
民
健
康
保
険
、
教
育
、

ご
み
、
消
防
な
ど
の
「
公
共
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
は
当
然
な
が
ら
財

源
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
利

用
者
が
納
め
る
使
用
料
金
な
ど
の
負

担
の
ほ
か
に
、
そ
の
多
く
は
皆
さ
ん

が
納
め
る
「
町
税
」
を
財
源
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
皆
さ
ん
が
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
や
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
互

い
に
支
え
合
い
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
を
広
く
分
担
し
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
で
税
は
、
ま
さ
に
『
社

会
の
会
費
』
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
提

供
の
財
源
を
調
達
す
る
た
め
の
最
も

基
本
的
な
手
段
で
あ
り
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

税
負
担
の
公
平
性
の
原
則

税
負
担
の
公
平
性
の
原
則

ー
一
人
一
人
が
町
を
支
え
る
主
役
ー

ー
一
人
一
人
が
町
を
支
え
る
主
役
ー

　

税
の
基
本
原
則
の
一
つ
に
、
「
公

平
性
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
公
平
性
」

は
、
納
税
者
の
能
力
に
応
じ
た
バ
ラ

ン
ス
や
社
会
全
体
の
納
得
感
な
ど
を

乏
し
い
税
収
入
を
圧
迫
す
る

乏
し
い
税
収
入
を
圧
迫
す
る

滞
納
の
実
態
を
知
ろ
う

滞
納
の
実
態
を
知
ろ
う 　

　　 特集　　 特集
　　　　No.3No.3

町町ま
ち
ま
ち

のの
「「

お
財
布

お
財
布
」」

事
情
を

事
情
を

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

み
ん
な
で
考
え
る　
　
　

総
合
し
て
、
税
金
の
負
担
が
公
平
に

な
る
よ
う
配
分
す
る
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
は
、
経
済
力
が
同
等
な
人
は
、

同
等
の
税
を
負
担
す
る
「
水
平
的
公

平
」
と
、
経
済
力
が
高
い
人
ほ
ど
多

く
の
税
を
負
担
す
る
「
垂
直
的
公
平
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
同

等
の
所
得
で
あ
れ
ば
税
額
も
同
等
に

な
る
一
方
で
、
所
得
が
高
く
な
る
ほ

ど
税
額
も
上
が
る
仕
組
み
で
す
。

私
た
ち
町
民
は
、
誰
も
が
平
等
に

町
税
を
納
め
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
の
に
、
納
税
通
知
の

あ
っ
た
税
額
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
い
こ
と
は
ル
ー
ル
違
反
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
を
公

平
に
支
え
る
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

１
世
帯
３
万
７
千
円
の
滞
納
に

１
世
帯
３
万
７
千
円
の
滞
納
に

毎
年
約

毎
年
約
３３
千
万
円
超
の
滞
納
額
が
！

千
万
円
超
の
滞
納
額
が
！

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
決
算

額
約
35
億
円
に
対
す
る
町
税
の
占

め
る
割
合
（
国
保
税
除
く
）
は
、
約

１
億
７
千
万
円
で
、
全
体
の
約
５
％

を
構
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
令

和
６
年
度
以
前
の
過
去
３
年
間
の
税

別
滞
納
状
況
は
【
表
１
】
の
と
お
り

で
、過
年
度
か
ら
の
繰
越
分
を
含
め
、

町
税
歳
入
決
算
額
の
約
９
％
に
相
当

す
る
15
百
万
円
程
度
（
一
世
帯
あ
た

り
16
千
円
・
国
保
税
を
含
め
る
と
37
千

円
）
の
多
額
の
滞
納
額
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
慢
性
的
な
滞
納
は
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
の
町
施
策
の
停
滞
を
招
く
大
き
な

障
害
の
一
つ
で
す
。
も
し
、
こ
の
多

額
の
滞
納
額
が
回
収
さ
れ
、
財
源
に

替
え
ら
れ
れ
ば
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
新
設
・

拡
充
を
求
め
る
声
に
も
応
え
ら
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
税
負
担
の
公
平
性
が
確
保

さ
れ
ず
に
、「
自
分
一
人
く
ら
い
滞

納
し
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
、
い

つ
ま
で
も
限
ら
れ
た
町
民
が
納
税
を

怠
る
こ
と
で
財
源
の
捻
出
が
困
難
に

な
れ
ば
、
や
が
て
町
の
行
政
運
営
が

立
ち
行
か
な
く
な
り
、「
全
国
最
高

の
負
担
」
と
「
最
低
の
公
的
サ
ー
ビ

ス
」
の
自
治
体
に
陥
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

「支え合い」により

成り立つ地域社会

「支え合い」により

成り立つ地域社会

地方自治体

水道、道路、健康保険、

教育、ごみ、消防など

〔 会　費 〕

納　税

提　供

〔公的サービス〕

地域住民

　

今
月
は
、
町
の
厳
し
い
財
政
運
営
を
悩
ま
す
『
町
税
の
滞
納
』

の
実
情
を
可
視
化
し
て
、
そ
の
実
態
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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税別滞納状況

道内町村税徴収率の状況

■ 特集　町の「お財布」事情をみんなで考える２０２６

全
道
１
３
０
番
目
に
低
い
町
税
収
納
率

全
道
１
３
０
番
目
に
低
い
町
税
収
納
率

収
納
率
は
、「
自
治
体
」
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

全
道
１
４
４
町
村
の
令
和
６
年
度

以
前
３
年
間
の
滞
納
繰
越
分
を
含
む

町
村
税
（
国
保
税
（
料
）
除
く
）
の
徴

収
率
の
状
況
は
、
【
表
２
】
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
れ
は
、
徴
収
率
が
下
が
る
ほ
ど

「
滞
納
繰
越
の
割
合
が
高
い
」
こ
と

に
な
り
ま
す
。
当
町
は
北
後
志
、
後

志
両
管
内
で
い
ず
れ
も
徴
収
率
が
最

下
位
で
、
全
道
で
も
下
位
の
１
３
０

番
代
と
非
常
に
残
念
な
状
況
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
道
内
町
村
の
最
上
位
は
、

後
志
管
内
京
極
町
で
徴
収
率
が
完
納

に
迫
る
99
・
９
％
。
同
最
下
位
は
空

知
管
内
上
砂
川
町
で
、
徴
収
率
は
70

～
80
％
台
に
止
ま
り
ま
す
。

額
で
長
期
間
に
及
ぶ
納
税
の
意
思
が

な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
後
志
管

内
16
町
村
で
構
成
す
る
後
志
広
域
連

合
に
、
滞
納
整
理
が
必
要
な
事
案
と

し
て
引
き
継
ぎ
、
徴
収
専
門
職
員
が

差
押
え
に
よ
る
強
制
執
行
を
行
う
な

ど
の
厳
し
い
滞
納
処
分
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
以
前
の
過
去
３
年
間

の
徴
収
実
績
は
、
【
表
３
】
の
と
お

り
で
、
例
年
10
人
を
超
す
滞
納
者
の

区　　分

令和４年度 令和５年度 令和６年度

滞納額

（千円）

滞納者数

(人 )

滞納額

（千円）

滞納者数

(人 )

滞納額

（千円）

滞納者数

(人 )

町　民　税 10,578 49 9,080 39 11,101 41

固定資産税 4,177 65 3,670 59 3,438 58

軽自動車税 162 12 95 5 98 4

計 14,917 12,845 14,637

国　保　税 20,770 61 18,500 55 20,123 56

合　　計 35,687 31,345 34,760

【表２】

【表１】

区 分
徴収率（％） 順位

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

京 極 町 99.9 99.9 99.9 1 1 1

積 丹 町 91.0 92.9 91.8 138 135 138

古 平 町 97.8 97.7 97.4 75 81 92

仁 木 町 99.7 99.6 99.6 4 14 16

余 市 町 93.9 93.7 93.4 125 130 134

赤 井 川 村 98.2 98.0 97.4 61 70 92

上 砂 川 町 74.5 78.3 83.6 144 144 144

後 志 計 97.9 98.0 98.1

全 道 計 96.9 97.2 97.4

（注１)徴収率は、現年度分と滞納繰越分の合計徴収率。

（注２）国保税（料）を除く。

り
で
、
例
年

人
を
超
す
滞
納
者
の

後志広域連合引継者による徴収実績【表３】

（注)内、令和６年度引き継ぎの固定資産税で差押え1人２件（19千円）。

区 分

令和 4年度 令和５年度 令和６年度

引継者数

（人）

徴収額

（千円 )

引継者数

（人）

徴収額

（千円 )

引継者数

（人）

徴収額

（千円 )

町 民 税 7 440 7 973 5 372

固定資産税 5 176 4 192 3 39

軽自動車税 3 52 3 24 2 12

国 保 税 4 296 5 989 4 514

合 計 実 12 964 実 12 2,178 実 11 937

ー
毎
年

ー
毎
年
1010
人
を
超
え
る
強
制
徴
収
ー

人
を
超
え
る
強
制
徴
収
ー

公
平
性
を
保
つ
滞
納
者
へ
の
対
応

公
平
性
を
保
つ
滞
納
者
へ
の
対
応

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
誠

実
に
納
税
す
る
一
方
で
、
資
力
が
あ

る
の
に
納
税
に
応
じ
な
い
、
分
割
等

の
納
税
相
談
に
も
応
じ
な
い
滞
納
者

が
い
る
現
状
に
対
し
て
、
町
で
は
、

滞
納
者
に
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
で

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
町
で
手
に
負
え
な
い
高

徴
収
強
化
対
策
の
実
施
を
要
請
し
て

い
ま
す
。

今
求
め
ら
れ
る
町
民
の
「
役
割
」

今
求
め
ら
れ
る
町
民
の
「
役
割
」

と
「
責
任
」

と
「
責
任
」

ー
完
納
に
ご
協
力
を
！
ー

ー
完
納
に
ご
協
力
を
！
ー

　

町
で
は
、
自
主
財
源
不
足
を
補
う

た
め
、
常
に
国
・
道
の
補
助
金
・
交

付
金
の
獲
得
に
懸
命
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
は
補
助
金
の
対
象

と
な
ら
な
い
「
職
員
人
件
費
」
の
抑

制
や
「
事
務
・
事
業
経
費
」
の
削
減

な
ど
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
の
で
、

町
が
自
ら
の
権
限
で
徴
収
で
き
る

『
自
主
財
源
の
確
保
』
が
年
々
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
自
主
財
源
の
中
で
も
特
に
町

税
は
、
皆
さ
ん
の
担
税
力
（
経
済
力
）

に
応
じ
た
累
進
課
税
の
他
、
控
除
、

軽
減
や
免
除
措
置
な
ど
公
平
性
の
高

い
ル
ー
ル
に
基
づ
き
納
付
し
て
も
ら

う
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
等
し
く
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
、『
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
』
の
意

義
と
『
納
期
限
内
に
完
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
任
』
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
ぜ
ひ
今
一
度
考
え
る
機
会
に

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（注１)徴収率は、現年度分と滞納繰越分の合算となる。

（注２）たばこ税、入湯税に滞納額は発生していない。
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北
と
南
の
絆
、
よ
り
強
く
！

北
と
南
の
絆
、
よ
り
強
く
！

第35 回YOSAKOI ソーラン祭り第35 回YOSAKOI ソーラン祭り

６月 13・14 日の２日間、「第 35 回 YOSAKOI ソーラン祭り」（275 ﾁｰﾑ ) に今年も姉妹都市・

高知県香美市との合同チーム「ヤーレンソーラン積丹町＆香美市」を結成し、通算 32 回目の

参加を果たしました。

　積丹町の踊り子 28 名と香美市 15 名の総勢 43 名が、ソーラン節発祥の地・積丹町とよさこい

節の本場・高知県香美市の伝統と交流の軌跡を演舞で表現し、両市町交流の健在をアピール。

　高知県香美市から利根健二議長を団長に訪問団６名、踊り子 15 名が 12 日に来町し、同日、

町総合文化センター交流大ホールで行った合同練習には、多くの町民が参観に駆けつけ、温か

い手拍子と拍手で盛況となりました。

　令和８年は、よさこい鳴子踊りの本場・高知県香美市が合併 20 周年、ソーラン節のふるさと・

積丹町が町制施行 70 周年を迎え、両市町の交流が始まってから 35 年を数えます。

　北と南の姉妹都市交流が今後も一層発展するよう両市町の交流の輪を広めましょう。

地
域
・
世
代
を
越
え
た
交
流

地
域
・
世
代
を
越
え
た
交
流

６月１３日（土）
１２：４８　西１０ストリート

１４：１８　大通公園西８丁目会場

１６：３６　大通パレード会場 南コース

６月１４日（日）
１１：１２　大通パレード会場 南コース

１３：３６　道庁赤れんが会場

広報しゃこたん令和８年７月号
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電
話
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

出
動
情
報
を
確

出
動
情
報
を
確
認認

　

消
防
指
令
業
務
共
同
化
に
伴
い
、

消
防
車
両(

救
急
車
は
除
く
）
出
動

情
報
や
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

確
認
方
法
は
、
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
で
す
。
「
今
の

消
防
車
の
出
動
は
何
か
な
？
」
な
ど

と
不
安
に
思
っ
た
ら
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
で
の
問
合
わ
せ（
自
動
音
声
）

☎
０
５
０
―
５
５
３
０
―
５
３
３
３

　

発
信
後
、
ダ
イ
ヤ
ル
「
３
」
を
押
す
と

北
後
志
消
防
組
合
の
情
報
が
流
れ
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
問
合
わ
せ

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｘ

〈
表
示
名
〉

後
志
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
【
公
式
】

〈
ユ
ー
ザ
ー
名
〉

shiribeshi_119

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

火災 救急 救助 その他

Ｒ８．５月末 １ １０ １ ７

Ｒ８年累計

（１～５月）
４ ３７ １ １３

Ｒ７年 ３ １２３ ５ ３２

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況
（単位：件）

※その他には火災・救急・救助以外の消防車が

　出動した件数が含まれます。

　≪出動件数は、他町村への応援出動も含みます≫

積
丹
町
の
夏
を
安
全
に
！

水
難
救
助
訓
練

水
難
救
助
訓
練

株
式
会
社
ウ
イ
ス
キ
ー
文
化
研
究
所
主
催
の
「
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ス

ピ
リ
ッ
ツ
」
ア
ジ
ア
最
大
級
の
蒸
留
酒
の
品
評
会『
東
京
ウ
イ
ス
キ
ー

＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
』
（
以
下:

Ｔ
Ｗ
Ｓ
Ｃ)

で
株
式
会

社
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
中
村
好
伸
代
表
取
締
役
社
長
＝
写
真
＝
・
野
塚

町
）
の
積
丹
ブ
ル
ー
蒸
溜
所
が
「
ベ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
リ
ー
賞
」

を
受
賞
し
、
中
村
社
長
か
ら
喜
び
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
救
助
ボ
ー
ト
や
船
外

機
を
用
い
た
操
船
訓
練
や

低
所
・
狭

き
ょ
う
あ
い隘

部
か
ら
の
救

助
訓
練
で
水
難
事
故
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
、
美
国
町
小
泊

海
岸
で
今
年
も
訓
練
を
３

回
に
分
け
て
実
施
。
ほ
か

に
も
６
月
10
日
、
幌
武
意

漁
港
内
で
釣
り
人
が
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
へ
落
下
し
、
足

を
負
傷
し
た
状
況
を
想
定

し
た
救
助
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

救
助
現
場
は
、
狭
く
老

朽
化
に
よ
る
部
分
破
損
を

予
測
し
て
救
出
す
る
ほ

か
、
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
な
ど
難
易
度
が
高
い

こ
と
を
念
頭
に
、
各
隊
員

は
救
出
方
法
を
検
討
。
要

救
助
者
の
不
安
軽
減
と
安

全
な
搬
送
の
ほ
か
、
隊
員

自
身
も
バ
ラ
ン
ス
保
持
や

転
落
防
止
に
留
意
し
、
傾

斜
が
緩
く
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

間
の
間
隔
が
狭
い
搬
送
経

路
を
選
定
し
な
が
ら
地
上

へ
救
出
し
ま
し
た
。

　

７
月
は
、
水
難
救
助
訓

練
を
予
定
。
多
様
な
水
難

事
故
に
対
応
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
水
辺

で
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
は

十
分
に
注
意
し
、
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

ベスト・ジャパニーズ・クラフトジン・ディスティラリー賞ベスト・ジャパニーズ・クラフトジン・ディスティラリー賞

ー 東京ウイスキー＆スピリッツコンペティション （TWSC） ２０２６ ーー 東京ウイスキー＆スピリッツコンペティション （TWSC） ２０２６ ー

丹スピリット / 日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定積丹スピリット丹スピリット // 日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定日本最高峰のクラフトジン蒸留所に選定積積
　

『
今
年
は
各
部
門

か
ら
全
28
カ
所
の
蒸

留
所
が
「
ベ
ス
ト
・

デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
リ
ー

賞
」
に
選
出
。
こ
の

賞
は
、
エ
ン
ト
リ
ー

方
式
で
は
な
く
、
出

品
有
無
を
問
わ
ず
、
Ｔ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
独

自
調
査
に
基
づ
き
１
年
間
で
最
も

優
れ
た
蒸
留
所
に
贈
ら
れ
る
名
誉

あ
る
賞
で
す
。

　

平
成
27
年
に
町
の
新
た
な
活
性

化
資
源
づ
く
り
を
目
指
す
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
積
丹
Ｇ

ジ

Ｉ
Ｎン

構
想
』
を
き
っ
か
け
に
平
成
30
年

３
月
に
設
立
し
た
弊
社
は
、

日
本
最
高
峰
の
ク
ラ
フ
ト
ジ

ン
蒸
留
所
に
贈
ら
れ
る
「
ベ

ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ク

ラ
フ
ト
ジ
ン
・
デ
ィ
ス
テ
ィ

ラ
リ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
積
丹
町
の
皆
さ

ま
に
多
く
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
こ
の
度
の
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
町
の
未
来
の
た

め
精
進
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。』
と
喜

び
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま

し
た
。

▲ 6/10 幌武意漁港訓練様子▲ 6/10 幌武意漁港訓練様子
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まちまち の 日記帳日記帳

頑張る「積丹っ子」に歓声！
　運動会・体育大会が開催

　５月中旬から下旬にかけて、各小学校の運動会と美国中学校体育大会が開催されました。

　今年も各種目に全力を尽くした「積丹っ子」一人一人に、応援に駆け付けた保護者や地域の皆さんから

熱い声援が送られ、児童・生徒が練習の成果を懸命に披露する姿に歓声が絶えない一日でした。

  ５
    24

   ５
      31

▲美国小学校（全校児童 38 名）

▲余別小学校（全校児童６名）

▲美国中学校（全校生徒 26 名）

▲日司小学校（全校児童２名）

  5
    30

  ５
    23

町内に広がる交通事故根絶の願い
ひまわりの絆プロジェクト

  ６
     ４

　平成23年、京都府で交通事故により亡くなった４歳の男

の子の生きた証と交通事故根絶の強い願いをひまわりの種

とともに引き継ぐ本プロジェクト。積丹町でも令和６年に

みなと保育所が参加した後年々広がりの輪をみせ、今年は

美国中学校が新たに参加しました。３年生７名は、筒塩余

別駐在所長から日頃の心がけや意識づけが事故の予防にな

り、命を守れることやプロジェクトに込められた思いを教

わり、交通安全の誓いを新たにひまわりの種を蒔きました。

▲みなと保育所

▼美国中学校

広報しゃこたん令和８年７月号
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  ５
     22

仲間につなぐ！

　第37回町内ソフトバレーボール大会がＢ＆Ｇ海洋セ

ンターアリーナで開催され、３チーム14名の方が参加。

初参加のチームもあり、常連チームも新しいチームに

は負けられないという意気込みが感じられ、見ごたえ

のある白熱した戦いとなりました。

　最後は、参加者みんなで交流を深め、次の大会にま

た会うことを約束し、怪我無く大会を終えました。

優　　勝　　チームフライ

準優勝　 チーム天ぷら

　３　　位　　チームざんぎ

第37回町内ソフトバレーボール大会

　美国漁港海岸緑地広場（美国町）で町内の小学生10名と

児童の家族２名が参加し、海辺を歩きながら漂流物を

観察・収集する※ビーチコーミングを実施しました。

　㈱S
し ゃ こ た ん

HAKOTAN海
うみもり

森学校の小山氏と町水産業技術指導員の

水鳥氏から拾った貝殻の名前を教わるなど、自分たち

の住む町の海の漂着物について学びました。

　その後海森スタジオへ移動し、収集した貝殻等で世

界に一つだけしかないビーチクラフトを作成。素敵な

木箱に子どもたちは大喜びでした。

オリジナルの木箱が完成！　
体験教室「ビーチクラフトを作ろう！」

　美国町内の国道沿道で町商工会女性部（山本惠子部

長）は６月１日に街頭啓発、同月10日には「商工会の

日」にあわせ商工会員15名が清掃活動を行いました。

　街頭啓発では、手作りの愛の鈴やお菓子が入った交

通安全啓発グッズ100個をドライバーに配り、安全運転

を呼びかけました。観光シーズンに入って交通量が増

加し、レンタカーで訪れる観光客も大変増えています。

　ドライバー・観光客の皆さんには、安全運転を心が

け、積丹町の景勝地や素晴らしい味覚を楽しんでほし

いものです。

積丹での安心・安全な観光を願う
商工会「交通安全街頭啓発」「清掃活動」

Diary of shakotan

  ６
     ６

  ６
     10

  ６
    　１

※ビーチコーミング

　「浜辺」と「櫛でとかす」が語源。浜辺をすみずみまで探し歩くイ

メージの言葉。漂着物を「収集」「観察」して楽しむ行為のこと。

広報しゃこたん令和８年７月号
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　　　収納事務の委託について

地方自治法施行令第 173 条の２の規定に基づき、次の者に積丹町地域情報通信基盤施設使用料収納事務

を委託したので公表する。

令和８年６月１８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積丹町長 松　井　秀　紀

１．委託した者の氏名

小泊・厚苫町内会長　　　　馬　場　龍　彦

　寺町自治会長　　　　　　　石　川　仁　子

　柳町会副会長　　　　　　　久米田　俊　裕

　浜町親睦会長　　　　　　　成　田　静　宏

　山岸町内会長　　　　　　　鎌　田　千賀雄

　西仲町内会長　　　　　　　能代谷　教　雄　

　中央町会長　　　　　　　　入　江　省　三

　東浦町内会長　　　　　　　鎌　田　淳　史

西浦町内会長　　　　　　　　山　田　文　雄

栄町町内会長　　　　　　　　吉　田　眞　治

多茂木町内会長　　　　　　　荻　野　武　貴

婦美町自治会長　　　　　　　入　江　一　寿

入舸町自治会長　　　　　　　小　原　和　也

野塚町内会長　　　　　　　　高　野　善　文

余別自治会長　　　　　　    吉　田　恵　一

神岬テレビ共同受信施設組合長　山　田　英　雄

２．委託期間　令和８年６月１８日　～　令和９年３月３１日

公　　表

　「地域情報通信基盤施設使用料」は、地上デジタルテレビ放送及び BS デジタルテレビ放送の利用に係る費用です。使用料等

に関する問い合わせは、企画課（TEL44-2114）へご連絡ください。

　なお、IP 告知端末機は、積丹町に住所を有するすべての世帯へ無償貸与している町有備品です。

新しい地域おこし新しい地域おこし
協力隊員を紹介協力隊員を紹介

㈱積丹スピリット（野塚町）

澤
さ わ や

谷 花
はな

隊員

積丹ならではの自然や

文化の魅力を学びなが

ら、 人を通じて地域の

活性化に貢献できるよ

う取り組みます。

( 札幌市出身） 

　令和８年度第１次募集に２団体２事業の応募があり、

５月 26 日に事業選定委員会（鎌田淳史委員長・委員７名）

が開かれ、２団体２事業へ計１００万円の補助金の交付

が決定しました。

№
事　業　名

【申請団体名】
事　業　概　要

補助金要望額
（交付決定額）

１

積丹町の水産を学ぶ体験事業

「ウニの学校プロジェクト」

【SHAKOTAN 海森学校

代表　小山彩由里】

　消費者や地元の子供たち
を対象に、積丹町の自然環
境や水産業を学ぶ総合的な
場づくりを行ってきた。
　最終年度となる本年度は
昨年の実施内容等を改善
し、自走化を見据えて内容
の充実化による各種ツアー
実施をするもの。

500,000 円

（500,000 円）

２

「モルック」を起点とし

た多世代交流・地域振興

のきっかけとなる催し

【しゃこたん未来創造委員会　

委員長兼事務局　津金　卓】

・体験会や練習会、大会の
開催など「モルック」を通
した、多世代交流ができる
機会の創出
・大会の開催に併せ催しの
実施
・美化活動をはじめとした
地域活動の実施
・伝統文化継承の実践

500,000 円

（500,000 円）

〇地域活動支援事業（ソフト系事業）

まちづくり活動支援事業補助金まちづくり活動支援事業補助金
令和８年度第１次募集：２団体２事業へ交付決定令和８年度第１次募集：２団体２事業へ交付決定

令和８年度第２次事業募集しています！

　町民の皆さんが主体的に実施する、地域づくり活動を支援す

る、「積丹町まちづくり活動支援補助金」により実施する事業

を７月 24 日㈮まで募集しています。

　町内の団体が計画・実施する事業が対象です。応募手続きな

どは、役場企画課 (℡ 44-2114) へお気軽にご相談ください。

今月の納期今月の納期

( 注 ) 口座振替を

こ利用の方は、

７月 27 日㈪に引

き落しになりま

すので、前日ま

でに残高の確認

をお願いします。

【問合わせ先】

役場税務課　

TEL 44-3384

●国民健康保険税　第１期

　   　　　 納期限 ７月 27 日㈪

●介護保険料　第１期

　　   　　 納期限 ７月 27 日㈪

●後期高齢者医療保険料　第１期

　　   　　 納期限 ７月 27 日㈪

●固定資産税　第２期

　　   　 　納期限 ７月 31 日㈮

●上下水道使用料金　６月分

　　   　   納期限 ７月３１日㈮

●住宅使用料　７月分

　　   　   納期限 ７月３１日㈮

広報しゃこたん令和８年７月号
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

防
衛
医
科
大
学
校

◆
応
募
資
格:

18
～
21
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

７
月
１
日
～
10
月
８
日

防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
学
科
学
生
）

◆
応
募
資
格:

18
～
21
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

７
月
１
日
～
10
月
２
日

防
衛
大
学
校
（
一
般
）

◆
応
募
資
格:

18
～
21
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

７
月
１
日
～
10
月
15
日

航
空
学
生

◆
応
募
資
格:

18
～
24
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

７
月
１
日
～
８
月
28
日

一
般
曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空
士

◆
応
募
資
格:

18
～
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場　

総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

令和８年度「緑の募金運動」は、４月15日～令和８年度「緑の募金運動」は、４月15日～

５月31日までの期間実施し、多くの皆さんから５月31日までの期間実施し、多くの皆さんから

お寄せいただいた募金総額はお寄せいただいた募金総額は３１，１２７円３１，１２７円

となりました。となりました。

　この募金の一部は、（公社）北海道森と緑の　この募金の一部は、（公社）北海道森と緑の

会を通じて、学校・教育施設等の緑化や森林整会を通じて、学校・教育施設等の緑化や森林整

備等に役立てられます。備等に役立てられます。

　ご協力に感謝申し上げます。　ご協力に感謝申し上げます。    　　　

　　　　　　　【積丹町国土緑化推進委員会】

　　　　   　　　　　積丹町長　松 井 秀 紀

（農林水産課）

緑緑 のの募金募金緑緑 のの募金募金
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

７月１日㈬～９月 30 日㈬まで７月１日㈬～９月 30 日㈬まで
指定暑熱避難施設指定暑熱避難施設 ( ｸｰﾘﾝｸﾞｼｪﾙﾀｰ）( ｸｰﾘﾝｸﾞｼｪﾙﾀｰ）をを

町内に開設します！町内に開設します！

　町では、町民の皆さんが危険な暑さを避けるため、冷房

が整備されている施設を無料で休憩できる場所として

開放します。

　暑さを避けるための涼みどころ、町民の皆さんのふれあ

い交流の場としてもぜひご利用ください。

（施設の利用可能時間以外や休館日・休業日は利用できません）

※各地区の郵便局とは、協定を結び、本事業に協力いた

　だいております。（協定式：令和８年６月 26 日㈮）

【問合わせ先】役場住民福祉課　℡ 44-2113

余別町 余別郵便局 ９:００～１７：００

野塚町 野塚郵便局 ９:００～１７：００

入舸町 入舸郵便局 ９:００～１７：００

美国町

美国郵便局 ９:００～１７：００

ｴｲｼﾞﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ やすらぎ ９:００～１７：００

生産活動ｾﾝﾀｰ ﾌｧｸﾄﾘｰ のぞみ ９:００～１７：００

総合文化センター (１階ﾛﾋﾞｰ） ９:００～２１：００

７
月
17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

　

北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日
。

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）、

北
海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る

松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政
府
に

「
北ほ

っ

か

い

ど

う

加
伊
道
」
と
い
う
名
称
を
提
案

し
た
７
月
17
日
は
、
「
北
海
道
み
ん

な
の
日
」、
愛
称
「
道
み
ん
の
日
」

で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見

し
、
北
海
道
を
誇
り
に
思
う
心
を
育

み
、
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上

げ
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
平
成

29
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の

皆
様
に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を

持
ち
、
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る

機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

広報しゃこたん令和８年７月号
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■
発
行
・
編
集
／
積
丹
町
企
画
課
　
■
印
刷
／
岩
橋
印
刷
㈱
 

　
　
〒
046-0292　

北
海
道
積
丹
郡
積
丹
町
大
字
美
国
町
字
船
澗
48番

地
5

　
　

 0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
4
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 
0
1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

https://www.town.shakotan.ｌ
ｇ

.jp
E-mail 　

kikaku@town.shakotan.lg.jp

－７月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

昨さ

く

や夜
よ
り
降
り
続
く
な
り
虎と

ら

が
雨　
　
　
　
　

藤
原　

わ
子

神み

こ

し輿
か
つ
ぎ
の
募
集
や
漁

り
ょ
う

の
村　
　
　
　
　
　

戸
来　

和
子

雪
解
水
赤
く
濁に

ご

り
て
大
海
へ　
　
　
　
　

  
河
岸　

悟
郎

風
呂
上
り
ビ
ー
ル
が
キ
ュ
ン
と
夏
の
夜　
　
　

菊
谷　

知
子

西
瓜
畝う

ね

た
て
る
息
子
の
背
な
広
き　
　
　
　

  

山
﨑
美
枝
子

三み

っ

か

ケ
日
目
で
初
漁
と
な
り
し
う
に
解
禁　
　
　

福
井　

新
一

７
月
号

№
775

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

≪令和８年５月31日現在≫ 516 件　8,744,000 円

全国の皆さま　

１㈬

●積丹神社例大祭（２日まで）
●野塚稲荷神社例大祭（２日まで）
●入舸稲荷神社例大祭（２日まで）
●Ｂ＆Ｇ海洋センター　プールオープン

４㈯ ●美国神社例大祭（６日まで）

11 ㈯ ●幌武意稲荷神社例大祭（12日まで）

７月のこよみ

16 ㈭ ●神威神社例大祭（17日まで）

29 ㈬ ●Ｂ＆Ｇジュニア水泳教室

30 ㈭
●Ｂ＆Ｇジュニア水泳教室
●離乳食教室

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

５日（日）勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

12日（日）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

19日（日）勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

20日（月）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

26日（日）林 病 院 余市町山田町 22-5188

７月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,5512,551日達成

（令和８年６月１日現在）

０

世帯数／　953世帯（＋４）

人　口／1,604人  （＋１）

男　／　752人  （ー２）

女 ／　852人  （＋３）

●転入／７人(ー14）●転出／４人(－６）

●出生／０人(±０）●死亡／２人(＋１)

令和８年５月31日現在､(　)内は前月比

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ

　年金事務所では、年金についての

予約相談を実施しています。

　ご予約の際は、基礎年金番号のわ

かる年金手帳や年金証書などをご準

備のうえ、お問い合わせください。

【問合わせ先】

日本年金機構ねんきんダイヤル 

℡ 0570-05-4890

【
藤
原
わ
子
・
鑑
賞
】

　

鎌
倉
時
代
の
曽
我
兄
弟
の
仇

討
ち
に
由
来
す
る
「
季
語
・
虎

が
雨
」
は
、
命
日
を
迎
え
た
兄

弟
の
兄
を
想
う
虎
御
前
が
流
す

涙
を
雨
に
例
え
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
世
に
も
「
悲
し
み
の

涙
」
と
降
る
「
雨
」
は
、
人
の

心
を
打
つ
も
の
な
の
で
し
ょ

う
。

広報しゃこたん令和８年７月号
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